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も
く
じ

　

埼
玉
県
の
東
部
か
ら
南
流
し
、
草
加
付

近
か
ら
東
京
都
足
立
区
に
流
れ
込
む
一
級

河
川
、
綾
瀬
川
。
江
戸
末
期
の
地
図
を
な

が
め
れ
ば
、
隅
田
川
や
荒
川
と
い
っ
た
大

河
川
と
合
流
す
る
綾
瀬
川
流
域
は
、
舟
が

行
き
交
う
内
陸
水
運
が
盛
ん
な
地
で
あ
る

と
共
に
、
農
業
用
水
を
利
用
し
た
耕
作
地

が
広
が
る
場
所
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
暮
ら
し
に
必
要
な
物
資
を
も
た

ら
し
、
日
々
の
食
料
を
生
み
出
す
綾
瀬
川

と
そ
の
周
辺
地
域
は
、
足
立
の
人
々
に

と
っ
て
、
古
く
か
ら
生
活
に
密
着
し
た
身

近
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
綾
瀬
川
か
ら
隅
田
川
を
眺
め
た

真
景
図
（
実
在
す
る
景
色
を
描
い
た
絵
画
）

が
、
江
戸
時
代
後
期
の
絵
師
、
鍬
形
蕙
斎

（
く
わ
が
た 
け
い
さ
い
・
一
七
六
四
〜
一

八
二
四
）
が
描
い
た
《
自
綾
瀬
川
観
墨
水

図
（
あ
や
せ
が
わ
よ
り
ぼ
く
す
い
を
み
る

ず
）
》
（
図
１
）
で
す
。
今
回
は
、
鍬
形
蕙

斎
と
い
う
絵
師
と
、
そ
の
作
品
《
自
綾
瀬

川
観
墨
水
図
》
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

■
浮
世
絵
師
か
ら
お
抱
え
絵
師
へ　

鍬
形

蕙
斎
は
、
江
戸
の
畳
商
の
子
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
は
じ
め
は
浮
世
絵
師
の
北
尾

重
政
に
師
事
し
、
北
尾
政
美
（
き
た
お 

ま
さ
よ
し
）
と
い
う
名
で
浮
世
絵
師
と
し

て
活
躍
し
ま
す
。　
　

　

師
の
重
政
が
江
戸
の
書
肆
、
須
原
屋
茂

兵
衛
の
親
類
縁
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

ま
た
蕙
斎
の
兄
弟
子
に
あ
た
る
重
政
門
下

　

に
、
山
東
京
伝
や
窪
俊
満
と
い
っ
た
戯
作

者
と
し
て
も
活
躍
す
る
絵
師
の
存
在
が

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
蕙
斎
こ
と
政
美
も

黄
表
紙
、
洒
落
本
、
噺
本
、
滑
稽
本
、
地
誌
、

随
筆
類
と
い
っ
た
多
様
な
版
本
の
挿
絵
を

多
く
手
が
け
ま
し
た
。

　

蕙
斎
は
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
、

津
山
藩
（
現
岡
山
県
津
山
市
）
の
御
用
絵

師
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
さ
ら
に
同
九
年
（
一

七
九
七
）
に
は
木
挽
町
狩
野
家
の
狩
野
養

川
院
惟
信
（
か
の
う 

よ
う
せ
ん
い
ん 

こ

れ
の
ぶ
）
に
師
事
し
、
狩
野
派
の
絵
師
と

な
り
ま
す
。
町
場
で
活
躍
す
る
浮
世
絵
師

か
ら
、
藩
の
御
用
絵
師
と
い
っ
た
公
の
絵

師
に
抜
擢
さ
れ
る
と
い
う
経
歴
は
、
大
変

珍
し
い
も
の
で
す
。
こ
の
頃
よ
り
、
蕙
斎

は
浮
世
絵
師
と
し
て
の
「
北
尾
」
姓
を
改
め
、

母
方
の
姓
「
鍬
形
」
を
本
姓
と
し
て
い
ま
す
。

　

御
用
絵
師
に
な
っ
て
か
ら
の
蕙
斎
は
、

手
描
き
に
よ
る
肉
筆
の
作
品
も
手
掛
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
画
題
は
、
注
文

主
の
依
頼
に
合
わ
せ
て
人
物
風
俗
・
花
鳥
・

山
水
と
様
々
に
描
い
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

中
で
も
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
描
い
た
、

江
戸
全
体
を
一
望
す
る
鳥
瞰
図
屏
風
、《
江

戸
一
目
図
屏
風
（
え
ど
ひ
と
め
ず
び
ょ
う

ぶ
）
》
は
話
題
を
集
め
た
よ
う
で
、
蕙
斎

は
こ
れ
を
描
い
た
後
に
、
類
似
し
た
江
戸

鳥
瞰
図
を
木
版
の
摺
物
で
も
登
場
さ
せ
て

い
ま
す
。

　

当
館
に
も
そ
の
一
点
、
《
江
戸
名
所
之

絵
》
（
図
２
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

遥
か
高
い
所
か
ら
見
下
ろ
し
た
構
図
で
江
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足 立 史 談

戸
の
市
中
を
描
い
て
い
ま
す
。
本
図
は
、

橋
や
川
、
神
社
仏
閣
と
い
っ
た
、
江
戸
名

所
と
呼
ば
れ
る
景
物
を
地
名
入
り
で
描
き

込
ん
で
お
り
、
蕙
斎
が
江
戸
の
名
所
を
理

解
し
た
上
で
、
こ
の
よ
う
な
鳥
瞰
図
を
描

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
江
戸
鳥
瞰
図
を
制
作
す
る
こ

と
と
合
わ
せ
て
、
蕙
斎
は
江
戸
の
各
名
所

を
盛
り
込
ん
だ
真
景
図
も
肉
筆
で
多
く
描

い
て
い
ま
す
。
今
回
紹
介
し
ま
す
《
自
綾

瀬
川
観
墨
水
図
》
は
、
そ
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

■
綾
瀬
川
よ
り
隅
田
川
を
み
る　

《
自
綾
瀬

　

歌
的
な
雰
囲
気
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

先
述
し
た
通
り
、
綾
瀬
川
は
流
域
住
民

の
生
活
に
密
着
し
た
河
川
で
あ
る
一
方
で
、

夏
に
は
合
歓
の
花
が
咲
き
、
秋
に
な
れ
ば

虫
の
鳴
き
声
と
月
光
を
楽
し
め
る
行
楽
地

と
し
て
風
流
人
か
ら
親
し
ま
れ
、
江
戸
の

名
所
を
網
羅
し
た
『
江
戸
名
所
図
会
』（
文

政
十
二
年
序
）
や
『
絵
本
江
戸
土
産
』（
嘉

永
三
年
刊
）
な
ど
の
地
誌
類
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
名
勝
地
の
一
つ
で
し
た
。

本
作
は
綾
瀬
川
と
い
う
江
戸
名
所
か
ら
、

墨
田
川
流
域
の
江
戸
名
所
を
眺
め
る
と
い

う
趣
向
が
う
か
が
え
る
の
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
《
自
綾
瀬
川
観
墨
水

図
》
は
、
綾
瀬
川
か
ら
、
鐘
ヶ
淵
・
向
島

を
通
し
て
浅
草
・
上
野
、
さ
ら
に
は
富
士

山
を
眺
め
る
と
い
う
、
か
な
り
の
広
範
囲

を
一
画
面
の
中
に
お
さ
め
つ
つ
、
浅
草
寺

や
寛
永
寺
、
木
母
寺
と
い
っ
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
江
戸
名
所
た
る
特
徴
的
な
景
物
を
、

細
か
く
描
き
込
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
江
戸
全
体
を
パ
ノ
ラ
マ

の
よ
う
に
描
き
な
が
ら
、
各
名
所
を
盛
り

込
ま
せ
た
蕙
斎
の
江
戸
鳥
瞰
図
の
延
長
線

上
に
あ
る
表
現
と
言
え
ま
す
。

　

一
見
す
る
と
、
墨
画
淡
彩
の
あ
っ
さ
り

と
し
た
画
面
で
す
が
、
絹
地
に
金
泥
を
裏

刷
き
（
絹
の
裏
側
に
絵
の
具
を
施
す
技
法
）

し
て
、
画
面
全
体
が
鈍
い
光
を
放
つ
瀟
洒

な
本
作
は
、
蕙
斎
の
江
戸
名
所
を
描
い
た

真
景
図
の
中
で
も
、
力
を
入
れ
た
逸
品
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

　

第 629 号（2）令和 2年 7月

こ
の
三
箇
所
も
、
江
戸
の
名
所
と
し
て
知

ら
れ
る
場
所
で
し
た
。

　

一
方
、
画
面
下
部
の
綾
瀬
川
周
辺
に
目

を
移
せ
ば
、
橋
の
周
囲
に
は
曳
き
舟
の
様

子
や
橋
を
渡
る
人
物
が
描
か
れ
、
右
手
の

木
々
が
茂
っ
た
向
こ
う
に
は
隅
田
川
を
行

く
帆
掛
け
舟
の
姿
が
見
え
ま
す
。
岸
沿
い

に
左
に
視
線
を
向
け
て
い
け
ば
農
村
地
帯

が
広
が
り
、
馬
を
ひ
く
人
物
や
天
秤
棒
を

担
い
で
歩
く
人
物
も
見
ら
れ
ま
す
。
雄
大

な
景
観
の
中
、
極
々
小
さ
く
、
簡
素
な
筆

致
で
描
か
れ
た
こ
れ
ら
は
、
農
村
地
帯
で

あ
り
な
が
ら
、
舟
運
豊
か
な
こ
の
地
の
牧

　

川
観
墨
水
図
》
の
タ
イ
ト
ル

は
、
画
面
左
上
の
落
款
部
分

に
「
自
綾
瀬
川
観
墨
水
」
と

添
え
書
き
が
あ
る
こ
と
に
由

来
し
ま
す
。
「
墨
水
」
と
は

隅
田
川
の
こ
と
を
指
し
、
そ

の
名
の
通
り
、
画
面
右
下
に

み
え
る
、
橋
が
か
か
っ
た
綾

瀬
川
が
流
れ
る
方
角
か
ら
、

画
面
中
央
に
広
が
る
隅
田
川

を
望
む
構
図
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

隅
田
川
の
奥
に
は
浅
草
か

　

本
願
寺
・
上
野
寛
永
寺
と

お
ぼ
し
き
屋
根
が
み
え
ま

す
。
さ
ら
に
寛
永
寺
の
後

ろ
に
は
、
薄
墨
を
用
い
た

外
隈
で
富
士
山
を
描
い
て

い
ま
す
。

　

隅
田
川
の
右
手
に
は

鐘
ヶ
淵
が
広
が
り
、
木
々

が
濃
く
描
か
れ
た
左
岸
付

近
に
は
僅
か
な
が
ら
木
母

寺
の
屋
根
を
、
そ
の
奥
に

は
三
囲
神
社
の
鳥
居
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ら
上
野
の
景

色
が
広
が
り
、

遠
景
中
央
か

ら
右
に
か
け

て
、
江
戸
名

所
で
あ
る
浅

草
寺
・
浅
草

　

図 2　鍬形蕙斎《江戸名所之絵》

木版彩色摺一枚 江戸時代後期 当館蔵

図３　隅田川左岸に描かれた木母寺と三囲神社の鳥居

木母寺

三囲神社の鳥居
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■
日
誌
【
九
】
（
明
治
四
十
三
年
水
害
）

　

八
月
十
七
日
は
曇
り
空
で
し
た
。
こ
の

日
も
郡
役
所
へ
の
来
庁
者
が
記
載
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

　

午
前
八
時
に
東
京
府
の
職
員
が
来
庁
し

ま
し
た
。
九
時
に
は
千
住
町
長
が
来
庁
し

ま
し
た
。
九
時
五
十
分
に
先
の
東
京
府
職

員
が
帰
り
ま
し
た
。

■
伝
染
病
の
発
生

　

同
時
刻
、
東
渕
江
村
で
伝
染
病
が
発
生

し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
『
都
新

聞
』
八
月
十
九
日
条
に
は
、
「
当
局
者
の

語
る
所
に
よ
れ
ば
四
十
年
水
害
後
同
年
十

二
月
迄
の
間
に
虎
列
刺
患
者
百
六
十
九
人

を
出
せ
し
例
に
よ
り
、
今
回
の
水
害
に
も

該
病
を
発
生
す
べ
き
模
様
な
れ
ば
各
自
の

衛
生
は
勿
論
当
局
者
も
之
れ
が
予
防
に
就

い
て
は
充
分
な
る
研
究
を
な
す
筈
に
て
、

昨
日
警
視
庁
に
開
か
れ
し
防
疫
評
議
員
会

の
会
議
に
提
出
さ
れ
し
由
に
て
、
又
一
昨

日
千
住
及
び
荏
原
郡
に
は
既
に
一
名
宛
の

擬
似
患
者
を
出
せ
り
と
」
と
あ
り
、
コ
レ

ラ
が
疑
わ
れ
る
患
者
が
出
て
い
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
年
（
明
治
四
十

三

[

千
九
百
十

]

年
）
に
全
国
で
の
コ
レ

ラ
患
者
数
は
二
千
八
百
四
十
九
人
、
死
亡

者
数
は
千
六
百
五
十
六
人
に
及
び
（
ち
な

み
に
明
治
四
十
年
は
全
国
患
者
数
三
千
六

百
三
十
二
人
、
死
亡
者
数
千
七
百
二
人
）
、

　

規
模
は
大
き
く
な
い
も
の
の
流
行
を
見
ま

し
た
。
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に

か
け
て
コ
レ
ラ
は
何
度
か
大
流
行
し
、
明

治
十
二
年
と
十
九
年
に
は
全
国
の
死
亡
者

数
が
十
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
四

十
三
年
の
八
年
前
の
明
治
三
十
五
年
に
も

流
行
が
あ
っ
て
、
患
者
数
は
一
万
二
千
人
、

死
亡
者
数
が
八
千
人
を
超
え
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
何
度
も
の
大
流
行
が
過
去
に

あ
っ
た
た
め
、
郡
役
所
で
は
伝
染
病
（
コ

レ
ラ
）
の
発
生
の
原
因
と
な
る
衛
生
状
態

の
悪
化
は
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
新
聞
記
事
で
は
、
千
住
・

浅
草
・
本
所
・
深
川
・
下
谷
な
ど
で
腸
チ

フ
ス
三
十
三
人
、
赤
痢
十
二
人
の
患
者
が

発
生
し
た
こ
と
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
さ
ま
ざ
ま
な
来
庁
者

　

十
時
に
梅
島
村
長
が
出
頭
し
ま
し
た
。

十
時
十
分
に
郡
長
・
郡
役
所
職
員
ら
が
綾

瀬
村
・
東
渕
江
村
に
出
張
し
ま
し
た
。
十

時
二
十
分
に
郡
会
議
長
が
来
庁
し
ま
し
た
。

十
時
二
十
五
分
に
富
岡
府
会
議
員
（
富
岡

彦
太
郎　

明
治
三
十
五
年
〜
四
十
年
の
千

住
町
長
）
が
来
庁
し
ま
し
た
。
十
一
時
二

十
分
に
は
花
畑
村
収
入
役
が
出
頭
し
ま
し

た
。
そ
の
一
分
後
に
報
知
新
聞
記
者
が
来

ま
し
た
。
午
後
零
時
二
十
五
分
に
千
住
町

助
役
が
中
組
河
原
に
渡
船
場
を
開
設
す
る

こ
と
で
来
庁
し
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い

て
千
住
青
物
市
場
の
星
野
氏
他
五
名
が
来

庁
し
ま
し
た
。
『
都
新
聞
』
八
月
十
八
日

条
に
は
、
「
昨
日
午
前
よ
り
（
千
住
大
橋

で
の
）
唯
人
の
往
来
を
許
し
、
新
開
橋
は

　

確
立
に
努
め
、
明
治
三
十
年
の
伝
染
病
予

防
法
制
定
を
推
進
し
た
）
が
三
名
の
職
員

を
引
き
連
れ
来
庁
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

伝
染
病
の
発
生
に
関
連
す
る
来
庁
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
同
時
刻

に
東
京
府
の
職
員
が
来
庁
し
ま
し
た
。
五

時
に
は
網
代
町
（
現
在
の
麻
布
十
番
の
一

部
）
同
志
会
員
が
、
罹
災
者
へ
の
救
助
品

の
寄
贈
の
こ
と
で
出
頭
し
ま
し
た
。
午
後

七
時
三
十
分
に
は
、
富
岡
府
会
議
員
が
ふ

た
た
び
来
庁
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

　　

『
足
立
史
談
』
前
号
の
「
文
化
遺
産
調

査
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
稿
」
で
は
、
足
立
ゆ
か

り
の
人
物
と
し
て
、
江
戸
時
代
後
期
の
絵

師
、
谷
文
晁
（
た
に 

ぶ
ん
ち
ょ
う
、
一

七
六
三
〜
一
八
四
〇
）
を
紹
介
し
、
文
晁

の
孫
で
絵
師
と
し
て
も
活
動
し
た
二
世
谷

文
一
（
た
に 

ぶ
ん
い
ち
、
一
八
一
四
〜

七
七
）
に
つ
い
て
も
触
れ
ま
し
た
。

　

千
住
酒
合
戦
に
も
招
か
れ
、
早
期
か
ら

足
立
と
の
繋
が
り
深
い
文
人
と
し
て
注
目

さ
れ
て
き
た
文
晁
に
対
し
て
、
二
世
文
一

は
、
近
年
の
調
査
に
よ
っ
て
足
立
の
人
々

と
の
深
い
親
交
が
確
認
さ
れ
た
一
人
で
す
。

今
回
は
、
当
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
二
世
文

一
に
よ
る
一
作
を
紹
介
し
ま
す
。

■
二
世
文
一
と
い
う
人
物　

二
世
文
一
に

　

御
用
船
を
以
て
通
ず
る
事
と
な
り
、
千
住

青
物
市
場
も
開
け
た
り
」
と
あ
り
ま
す
。

中
組
河
原
の
渡
船
場
の
開
設
と
は
、
流
失

し
た
新
開
橋
の
代
わ
り
の
渡
船
の
実
施
の

こ
と
で
し
ょ
う
。
千
住
青
物
市
場
の
関
係

者
の
来
庁
も
市
場
の
開
設
の
相
談
の
た
め

で
し
ょ
う
。
日
誌
の
記
事
は
、
こ
の
新
聞

に
記
さ
れ
た
こ
と
の
準
備
の
た
め
の
来
庁

を
述
べ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

　

二
時
に
東
京
府
技
師
前
田
氏
が
来
庁
し

ま
し
た
。
二
時
五
十
分
に
は
、
芝
増
上
寺

の
住
職
二
名
が
来
庁
し
、
罹
災
者
へ
ビ
ス

ケ
ッ
ト
と
阿
伽
陀
薬
（
仏
教
用
語
で
薬
の

こ
と
）
各
三
十
包
を
寄
贈
し
て
く
れ
ま
し

た
。
三
時
に
近
衛
師
団
下
谷
患
者
救
護
隊

の
医
長
秋
田
友
男
氏
が
来
庁
し
ま
し
た
。

同
時
刻
に
本
郷
区
の
篤
実
会
の
代
表
員
が

寄
贈
品
を
携
帯
し
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
時
間
に
出
張
し
て
い
た
職
員

が
帰
庁
し
ま
し
た
。
三
時
四
十
分
に
は
興

国
銀
行
（
南
足
立
郡
千
住
町
に
あ
っ
た
ら

し
い
。
全
国
銀
行
協
会
の
銀
行
変
遷
史

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
前
身
は
足
立
銀

行
。
現
在
の
宮
崎
県
の
宮
崎
銀
行
に
繋
が

る
と
い
う
）
の
銀
行
員
が
寄
贈
金
の
こ
と

で
出
頭
し
ま
し
た
。
同
時
刻
に
は
、
明
治

座
の
座
員
が
寄
贈
品
の
こ
と
で
出
頭
し
ま

し
た
が
、
寄
贈
者
の
指
定
に
よ
っ
て
西
新

井
村
へ
寄
贈
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
話

は
西
新
井
村
役
場
に
送
り
ま
し
た
。
四
時

に
は
内
務
省
衛
生
局
長
の
窪
田
氏
（
窪
田

静
太
郎　

一
八
六
五
〜
一
九
四
六　

後
藤

新
平
の
も
と
で
日
本
の
保
健
衛
生
制
度
の

　

行
政
文
書
に
見
る

　
足
立
区
の
水
害
記
録
（
十
五
）

　
　
　
　
　
　
　
山 
崎 
尚 
之

谷
文
晁
の
孫

二
世
谷
文
一
に
よ
る
一
作

　
　
　
　
　
　 

小 

林 

優
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図 1　谷文逸（二世文一）画・不白 賛《土人形図画賛》 紙本淡彩　当館蔵

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
度
に
開
催
し

た
文
化
遺
産
調
査
企
画
展
「
谷
文
晁
と
二

人
の
文
一
」
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、
改
め
て
そ
の
経
歴
を
概
観
す
れ
ば
、

文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
、
文
晁
の
養

嗣
子
で
絵
師
の
一
世
谷
文
一
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
、
以
降
、
幼
い
頃
か
ら
絵
の
修

行
に
入
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
の
活
動
は
不
詳
な
部
分
も
多
い

で
す
が
、
少
な
く
と
も
嘉
永
初
年
ま
で
に

は
宮
津
藩
（
現
・
京
都
府
宮
津
市
）
本
庄

松
平
家
の
家
臣
と
な
っ
て
同
地
に
暮
ら
し
、

「
文
権
」「
文
逸
」
の
署
名
の
あ
る
模
写
類
が

一
定
数
確
認
で
き
る
も
の
の
、
こ
の
二
つ
の

号
の
時
代
も
含
め
て
二
世
文
一
の
作
と
断
定

で
き
る
本
画
（
完
成
さ
れ
た
作
品
）
は
極
め

て
わ
ず
か
で
す
。
こ
れ
は
、
少
な
く
と
も
三

十
代
は
じ
め
ま
で
に
宮
津
へ
移
っ
た
こ
と
も

一
つ
の
要
因
と
見
ら
れ
ま
す
が
、
何
よ
り
、

文
晁
の
後
継
者
と
し
て
名
を
馳
せ
た
父
と
同

じ
号
を
名
乗
っ
た
故
に
、
そ
の
後
の
画
業
が

父
の
名
の
影
に
隠
れ
て
し
ま
い
、「
文
一
」

署
名
の
作
品
が
二
世
文
一
の
も
の
と
し
て
認

識
さ
れ
づ
ら
く
な
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
二
世
文
一
に
よ
る
希
少
な

本
画
と
し
て
確
認
さ
れ
た
の
が
、
区
外
個

人
の
方
よ
り
当
館
へ
と
寄
贈
さ
れ
た
、《
土

人
形
図
画
賛
》
（
図
１
）
で
す
。

　

こ
の
作
品
は
、
縦
二
十
八
・
五
、
横
五

十
三
・
〇
セ
ン
チ
の
和
紙
に
、
墨
と
淡
彩

で
布
袋
と
小
鳥
の
土
人
形
を
描
い
た
も
の

で
、
左
端
に
は
二
世
文
一
が
天
保
初
年
ま

で
名
乗
っ
て
い
た
「
文
逸
」
の
署
名
と
朱

文
瓢
印
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
絵
の
右
に
は

「
饅
頭
食
ふ 
庵
に
は
留
主
に
て 
冬
こ
も

り
」
の
俳
賛
が
、「
不
白
書
」
の
署
名
と
「
隨

閣
庵
不
白
」
の
朱
文
方
印
と
共
に
記
さ
れ

ま
す
。
不
白
と
い
え
ば
江
戸
千
家
の
祖
で

あ
る
十
八
世
紀
の
茶
人
、
川
上
不
白
（
か

わ
か
み 
ふ
は
く
）
が
想
起
さ
れ
ま
す
が
、

二
世
文
一
の
活
動
時
期
と
は
合
致
せ
ず
、

こ
の
「
不
白
」
は
号
の
継
承
者
か
、
も
し

く
は
全
く
別
の
人
物
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

「
文
逸
」
の
署
名
は
舩
津
家
美
術
資
料

　

中
の
模
写
類
に
記
さ
れ
る
署
名
と
筆
跡
が

ほ
ぼ
一
致
し
、
こ
の
作
品
が
、
二
世
文
一

が
「
文
逸
」
を
号
し
た
天
保
初
年
の
わ
ず

か
な
期
間
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

を
示
し
て
い
ま
す
。
俳
賛
と
共
に
、
簡
略

化
さ
れ
た
少
な
い
線
描
と
色
彩
で
描
か
れ

た
本
作
は
、
十
代
半
ば
の
若
き
二
世
文
一

が
文
晁
以
来
の
書
家
や
俳
人
、
茶
人
と

い
っ
た
文
人
た
ち
の
輪
の
中
で
活
動
し
、

彼
ら
と
共
に
書
画
や
句
歌
の
共
作
を
楽
し

む
環
境
に
居
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
感
じ
さ

せ
る
の
で
す
。

　

郷
土
博
物
館
で
は
、
引
き
続
き
二
世
文

一
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

本
作
の
よ
う
な
限
ら
れ
た
作
例
を
一
点
一

点
調
査
し
て
い
く
こ
と
で
、
二
世
文
一
の

活
動
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の

作
品
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
く
こ
と
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　　　　　　　
（
郷
土
博
物
館
学
芸
員
）

　
左：舩津家美術資料「雲龍図 模本」の署名

右：《土人形図画賛》の署名

り
と
り
を
し
、
江
戸
へ
来
る
度
に
家
を

訪
れ
る
な
ど
、
文
渕
が
没
す
る
ま
で
親

し
い
友
人
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。

■
二
世
文
一
の
描
く
土
人
形
の
図　

文

晁
と
一
世
文
一
と
い
う
、
江
戸
画
壇
で

華
々
し
く
活
躍
し
た
二
人
の
血
を
引

き
、
十
代
半
ば
に
は
絵
師
と
し
て
活
動

を
開
始
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
二
世
文

一
で
す
が
、
確
認
さ
れ
る
作
品
は
驚
く

ほ
ど
少
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

　

二
世
文
一
は
、
絵
師
と
し
て
は
じ
め

「
文
権
（
ぶ
ん
け
ん
）
」
と
号
し
、
そ
の
後
、

文
政
十
三
（
天
保
元
、
一
八
三
〇
）
年

頃
に
「
文
逸
（
ぶ
ん
い
つ
）
」
と
改
め
て
、

さ
ら
に
天
保
三
〜
七
（
一
八
三
二
〜
三

六
）
年
の
頃
に
、
早
世
し
た
父
の
号
を

引
き
継
い
で
「
文
一
」
を
名
乗
っ
た
と

見
ら
れ
ま
す
。
舩
津
文
渕
の
家
に
伝

わ
っ
た
舩
津
家
美
術
資
料
は
じ
め
、
各

地
に
残
る
文
晁
ら
の
資
料
類
の
中
に
は

　 幕
府
の
派
遣
す
る
万
延
遣
米
使
節
の
一
員

と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
る
な
ど
稀
有
な
足

跡
を
残
し
た
後
、
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
、

宮
津
で
没
し
ま
し
た
。　

　

父
の
一
世
文
一
と
は
五
歳
の
頃
に
死
別

し
た
も
の
の
、
祖
父
文
晁
と
早
く
か
ら
活

動
を
共
に
し
て
交
友
関
係
を
共
有
し
て
い

た
と
見
ら
れ
ま
す
。
特
に
現
在
の
足
立
区

江
北
地
域
の
豪
農
で
、
文
晁
門
下
で
あ
っ

た
舩
津
文
渕
（
ふ
な
つ 
ぶ
ん
え
ん
、
一

八
〇
六
〜
五
六
）
と
の
親
交
は
深
く
、
宮

津
へ
居
を
移
し
て
後
も
頻
繁
に
書
簡
の
や
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